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地域の農業の行く地域の農業の行く地域の農業の行く 先再編　集落営農

集 落集落内の個々の農家農地利用の依頼

農作業の実施

農地利用の調整
を行い農作業の
依頼 農用地利用改善団体

地域における農地や労働者，作業
受託，農機具，水利調整などの諸
関係をまとめ，調整する組織

農作業を請け負
い，農業生産を
行う実働組織

国の施策の対象
となる集落営農
組織（品目横断
的経営安定対策
の対象組織）

法人化（農業生産法人）

特定農業法人

農作業受託組合
 （営農組織）

特定農業団体と
同等組織

特定農業団体

農作業受託組合
 （営農組織）

農作業受託組合
  （営農組織）

　
さ
つ
ま
町
内
で
は
、
特
定
農
業
団
体
と

し
て
設
立
さ
れ
た
一
ツ
木
地
区
の
『
一
ツ

木
営
農
組
合
』
と
白
男
川
地
区
の
『
白
男

川
地
区
農
作
業
受
託
組
合
』
の
２
つ
の

組
合
が
、
集
落
営
農
の
「
担
い
手
」
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
国
の
施
策
の
対
象

と
な
る
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
に
加

入
し
、
支
援
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
日
本
の
農
村
環
境
が
著
し
く
悪
化
す
る

状
況
を
踏
ま
え
、
国
に
お
い
て
は
、
「
食

料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
」
に
お
い
て
、

品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
を
導
入
す
る

な
ど
「
経
営
所
得
安
定
対
策
等
大
綱
」
を

策
定
し
ま
し
た
。

　
大
綱
に
お
い
て
は
、
品
目
横
断
的
経
営

安
定
対
策
、
米
政
策
改
革
推
進
対
策
、
農

地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
と
い
っ
た

対
策
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
、
集
落
営
農
を
進
め
る
う
え

で
柱
と
な
る
、
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対

策
は
、
こ
れ
ま
で
の
米
や
麦
、
大
豆
な
ど

品
目
別
に
、
全
て
の
農
家
を
対
象
と
し
た

「
価
格
対
策
」
で
は
な
く
、
『
担
い
手
』

に
対
象
を
絞
り
、
経
営
全
体
に
着
目
し
た

「
所
得
補
償
的
な
対
策
」
に
転
換
さ
れ
、

戦
後
の
農
政
を
根
本
か
ら
見
直
す
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。

国
は
『
担
い
手
』
に
対
象
を
絞
っ
た
施

策
に
転
換

　
前
の
資
料
に
も
あ
る
よ
う
に
、
農

業
従
事
者
の
高
齢
化
や
耕
作
放
棄
地

の
増
大
に
よ
り
、
危
機
的
状
況
を
迎

え
て
い
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　
昨
年
か
ら
、
各
集
落
に
対
し
深
刻

な
現
状
を
説
明
す
る
と
と
も
に
、
こ

れ
か
ら
の
５
年
、
１０
年
後
を
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
と
問
い
か
け
て
き
ま
し

た
。
　
そ
の
中
で
、
上
平
川
、
時
吉
、
大

長
、
白
男
川
、
一
ツ
木
、
小
路
下
手
、

諏
訪
下
、
市
場
、
園
田
の
９
地
区
に

お
い
て
話
し
合
い
を
重
ね
、
農
地
や

農
作
業
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
調
整

す
る
場
で
あ
る
『
農
用
地
利
用
改
善

団
体
』
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
更
に
、
「
一
ツ
木
営
農
組
合
」
と

「
白
男
川
地
区
農
作
業
受
託
組
合
」

は
、
農
用
地
利
用
改
善
団
体
か
ら
実

際
に
農
作
業
を
受
託
す
る
団
体
と
し

て
位
置
づ
け
ら
た
任
意
組
織
『
特
定

農
業
団
体
』
と
し
て
認
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
団
体
に
認
定
さ
れ
た
こ
と
で
、

国
の
施
策
で
あ
る
『
品
目
横
断
的
経

営
安
定
対
策
』
の
対
象
と
な
る
こ
と

が
可
能
な
の
で
す
。

　
確
か
に
、
将
来
的
に
は
農
業
生
産

法
人
や
特
定
農
業
法
人
と
段
階
的
な

発
展
が
出
来
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
あ
く
ま
で
も
集
落
営
農
組

織
は
『
集
落
の
農
地
を
地
域
ぐ
る
み

で
守
る
』
と
い
う
意
識
で
取
り
組
む

こ
と
が
大
切
で
す
。

ー
今
、
本
町
農
業
は
？
ー

ー
担
い
手
支
援
室
の
取
組
は
？
ー

ー
な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
こ
と

が
必
要
な
の
？
ー

　
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
ま
ま

放
っ
て
お
く
と
、
耕
作
放
棄
地
が
増

え
て
農
地
が
荒
れ
、
農
村
環
境
は
、

ま
す
ま
す
悪
化
し
て
き
ま
す
。
集
落

営
農
は
、
地
域
の
農
地
を
守
る
最
も

有
効
的
な
手
段
な
の
で
す
。

　
将
来
的
に
は
、
法
人
化
ま
で
発
展

す
る
組
織
づ
く
り
を
進
め
、
農
地
を

集
約
し
、
国
の
施
策
も
活
用
し
な
が

ら
、
集
落
の
農
作
業
を
担
う
組
織
育

成
と
併
せ
て
、
非
農
家
を
含
め
た
地

域
住
民
が
一
緒
に
な
っ
て
自
分
た
ち

の
農
村
環
境
を
守
る
こ
と
を
が
で
き

れ
ば
と
考
え
ま
す
。

ー
将
来
へ
の
展
望
は
？
ー

　
農
業
生
産
法
人
や
特
定
農
業
法
人

に
な
る
方
法
は
３
通
り
あ
り
ま
す
。

　
例
え
ば
、
右
図
の
①
農
作
業
受
託

組
合
Ａ
か
ら
特
定
農
業
団
体
と
発
展

さ
せ
、
法
人
化
す
る
方
法
、
②
農
作

業
受
託
組
合
Ｂ
か
ら
特
定
農
業
団
体

と
同
等
の
組
織
（
特
定
農
業
団
体
と

要
件
は
同
じ
で
あ
る
が
農
用
地
利
用

改
善
団
体
の
利
用
規
程
に
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
な
い
任
意
組
織
）
に
発
展

さ
せ
、
法
人
化
す
る
方
法
、
③
農
作

業
受
託
組
合
Ｃ
が
①
②
の
よ
う
に
段

階
を
踏
ま
ず
、
法
人
化
す
る
方
法
が

あ
り
ま
す
。

ー
集
落
営
農
組
織
を
法
人
化

に
す
る
に
は
？
ー

集
落
営
農
に
取
り
組
む
こ
と
で
品
目
横

断
的
経
営
安
定
対
策
へ
の
加
入
も
可
能

経 営 所 得 安 定 対 策 の 仕 組 み

米政策改革推進対策

　品目横断的経営安定対策の導入に伴い，

米の収入変動の緩和対策を始め，従来か

ら講じている米政策の支援対策を見直し

●米の生産調整を円滑に実施するための

　対策　

■施策の対象者

　生産調整実施者

■内容

・担い手経営安定対策（米の収入変動の

　緩和対策の担い手部分）は品目横断的

　経営安定対策へ移行

・産地づくり対策について所要の見直し

　（担い手以外の者に対する米の米価下

　落対策等を行えるよう措置）

・集荷円滑化対策は実効性を確保し，実

　施　　

　担い手を対象に，経営全体に着目し，

諸外国との生産条件の格差から生じる不

利を補正するための補てんと収入減少の

影響を緩和するための補てんを実施

●担い手に施策を集中化・重点化し，構

　造改革を加速化するための対策

■施策の対象者

　担い手（認定農業者及び一定の条件を

備える集落営農で一定の経営規模）

■対象規模

　国（基本）集落営農　　20.0ha以上�

            認定農業者　 4.0ha以上

　さつま町　集落営農　　10.6ha以上

　　　　　　認定農業者　 2.6ha以上

 ※さつま町は中山間地域のため，特例

　 が認められています。

■内容（鹿児島県の場合）

・諸外国との生産条件の格差から生じる

　不利を補正（対象品目：麦，大豆）

・収入減少による影響を緩和（対象品目

　：米，麦，大豆）　　

　品目横断的経営安定対策の導入に併せ，

地域の共同活動により，農地・農業用水

等の資源や環境の保全向上を図る新たな

対策を導入

●農村地域を面として活性化するための

　対策

■施策の対象者

　担い手以外も含めた多様な主体が参画

する地域共同体

■内容

・地域の共同活動として，農地・農業用

　水等の資源を保全する取組と面的拡が

　りを持った環境の保全向上に資する営

　農活動を支援　

品目横断的経営安定対策 農地・水・環境保全向上対策

【表裏一体の関係】 【車の両輪の関係】

組 織 ・ 団 体 名組織・団体内容実際の流れ

Ａ Ｂ Ｃ

集落営農組織の段階的・発展的な流れ

こ
れ
か
ら
も
地
域
ぐ
る
み
で

担い手育成支援室長

久 保 薗 　 純 隆

国の施策も大きく転換されました

１ ２ ３

担
い
手
育
成
支
援
室
長
に
聞
く


